
 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ 調査概要 
 

  



 

１．調査目的 

令和５年の千葉県の合計特殊出生率が 1.14 と過去最低となる等、千葉県においても少子化が進行し

ています。今後、少子化対策を推進していく上で、少子化に関する若い世代の意識、要望等を把握すること

を目的として本調査を実施しました。 

 

２．調査項目 

（1）回答者プロフィール 

（2）基礎調査 

   ・結婚観・家族観について     ・子どもについて 

   ・行政の婚活支援施策について     ・千葉県の子ども・子育て支援施策について 

（3）既婚者調査 

   ・結婚について      ・出会いについて 

   ・婚活について 

（4）独身調査 

   ・交際について      ・出会いについて 

   ・結婚について      ・婚活について 

 

３．調査の設計 

（1）調査地域 千葉県内全域 

（2）調査対象 県内在住の満 18歳～39歳の個人 

（3）標本数 10,000人 

（4）抽出方法 住民基本台帳に基づく層化二段無作為抽出法 

（5）調査方法 郵送配付、郵送・インターネットによる無記名回収 

（6）調査期間 令和 6年１０月 7日～１０月３１日 

 

４．回収率 

（1）有効回収数 ： 2,693件 

    郵送による回収数 ： 758件 

    インターネット回収数 ： 1,935件 

（2）有効回収率 ： 26.9％ 

 

  



 

５．サンプルデザイン（標本抽出） 

（1）調査地点の抽出 

調査地点として、令和 2年国勢調査時に設定された調査区を使用し、等間隔抽出法により抽出。 

抽出間隔  =   (層における調査区数の合計)  ÷  (層で算出された調査地点数) 

（2）調査対象の抽出 

   ・調査抽出地点の該当する住民基本台帳の 18歳以上 39歳以下（令和 6年 4月 1日現在）の個人。 

   ・住民基本台帳の該当する番地・番号の最初の頁の筆頭者から任意に算出された数をもって数えた調 

査対象を、第一番目の該当者として抽出し、以降、等間隔抽出を行い、1地点で 20人程度の標本を 

抽出。 

 

表１ 標本数と有効回答数 

６．報告書の見方 

（1）図表中の「n」は回答者総数（または該当者質問での該当者数）のことで、１００％が何人の回答に相 

当するかを示す比率算出の基数です。 

（2）数値（％）は単位未満を四捨五入しているため、総数と内訳の計が一致しない場合があります。 

    例：回答者総数３人で、「はい」：１人（33.3％）、「いいえ」１人（33.3％）、「無回答」：１人（33.3％） 

の場合、合計は 100％となりません。 

（3）複数回答の場合、回答者総数に対する割合を表示しているため、構成比の合計が 100％を超えるこ 

とがあります。 

（4）本文及び図表中、意味を損なわない範囲で簡略化した選択肢があります。 

（5）属性別分析の記載については、「無回答者」等は割愛しています。 

また、回答者数が 10件未満の結果は、分析の記載を割愛しています。 

（6）全国調査結果は、「第１６回出生動向基本調査」（２０２１年社会保障・人口問題基本調査）から引用 

しています。 

（７）集計表内の       は、各項目で最も割合が高い項目を示しています。

実数（人） 構成比（％）

1 千葉地域 97 1,972 511 19.0

2 葛南地域 152 3,040 841 31.3

3 東葛飾地域 126 2,480 672 25.0

4 印旛地域 54 1,080 282 10.5

5 香取地域 6 124 35 1.3

6 海匝地域 10 200 53 2.0

7 山武地域 13 260 61 2.3

8 長生地域 9 180 55 2.0

9 夷隅地域 4 64 25 0.9

10 安房地域 5 120 28 1.0

11 君津地域 24 480 124 4.6

500 10,000 2,687 100.0
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